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以外の状況を把握することに努めた。
また，これまでに行ったデジタルメディア

の利用とテレビ視聴との関係に関する分析を
ふまえ，地上デジタル放送，BSデジタル放送，
専門チャンネルというデジタル放送そのもの
の視聴行動を細かくとらえることによって，
考察を補完し，深めることを目指す。

 2.これまでの事例研究による考察
プロジェクトがこれまでに行った事例研究

は次のとおりである 4）。
・2004 年度

首都圏の CATV 会社 2 社 5）に協力を依頼
し，30 歳代のデジタルメディア導入者 39
人（男性 18 人，女性 21 人）を対象に実施
した。先端的メディア導入層の実態と利用
状況を把握し，仮説の構築を行った。

・2005 年度
関東圏をサービスエリアとするCATV会社 6）

の契約者にスクリーニング調査を行い，前年
と同環境の協力者を募集した。年層を20 ～
60 歳代に広げ，男女 66 人（男性 38 人，女
性 28 人）のメディア利用を調べた。
この2年にわたる事例研究から得られたの

は，デジタルメディア利用者が，デジタル
録画機や専門チャンネル，インターネットの

「日本人とメディア」総合調査研究報告③

地方都市の先端的メディア導入者は
デジタル放送をどのように視聴しているのか
～鳥取県米子市の事例研究から～

「日本人とメディア」総合調査研究プロジェクト  渡辺誓司　

 1. はじめに
2006年12月1日，テレビ番組の映像や音

声をデジタル信号で送る「地上デジタル放送」
の視聴が全国47都道府県で可能になった。
2011年の完全移行へ向けて，視聴可能地域が
広がっている。それは，2006年のテレビの国
内出荷実績が，薄型テレビ（液晶とプラズマ）
は前年比35.8%増の636万4千台だったのに対
し，ブラウン管テレビは53.4%減の185万6千
台にとどまるなど，家庭での地上デジタル放
送視聴を見据えた動きがあることとも呼応し
ている 1）。携帯電話などの移動端末に向けた

「ワンセグ」とともに，地上デジタル放送は，
より身近なものになりつつある。

「日本人とメディア」総合調査研究プロ
ジェクトでは，さまざまなデジタルメディア 2）

の導入や利用によって，日本人のメディア利
用がどのように変わるのかを探究している 3）。

本稿では，地方都市におけるデジタルメ
ディア導入者を対象に行った事例研究から，
テレビによるデジタル放送の視聴に焦点を合
わせ，利用者の意識や利用行動を探る。2004
年度，2005年度に行った事例研究では，先端
的メディアのユーザーとして首都圏のCATV
契約者を取り上げたが，2006年度は大都市圏
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動画配信サービスなどを利用することによっ
て，見たい時に見たいものを見ることができ
るように，自分の好みや都合に合わせて視聴
を行う傾向があるということである。送り手

（=放送局）の意図や選択に基づき，時間軸に
沿って編成されている従来の「放送」に対し，
たとえば専門チャンネルで自分の嗜好に合
う，あるテーマに特化された番組を探したり，
デジタル録画機やインターネットの動画配信
サービスを利用した，放送時間に拘束されな
い視聴行動がみてとれた 7）。

以上の考察をふまえ，2006年は，地方都
市における事例研究として，鳥取県米子市の
CATV会社・中海テレビ放送に協力を依頼し
て，これまでと同条件の利用者の調査を行った。

 3. 2006 年度事例研究の概要
中海テレビ放送は，1989年11月に開局した。

サービスエリアは，米子市など鳥取県西部の
2市4町1村である（2007年3月末日現在）。日
本で初めてのパブリックアクセスチャンネル
など，6つのコミュニティ・チャンネルを持ち，
地域密着の放送を展開している8）。基本契約の

「ベーシックコース」（月額2,940円）では，この
コミュニティ・チャンネルとともに，地上波の
再送信（10チャンネル），BSデジタル放送の再
送信（8チャンネル），専門チャンネル（17チャ
ンネル）を，アナログ放送で視聴できる（表1）。

鳥取県では，2006年10月1日から地上デ
ジタル放送が開始された。月額3,990円の「デ
ジタルプラスコース」では，「ベーシックコー
ス」のアナログ放送に加えて，地上デジタル
放送（6チャンネル），BSデジタル放送（8チャ
ンネル），専門チャンネルのデジタル放送（14
チャンネル）を視聴できる9）。

事例研究では，「デジタルプラスコース」
の契約者を中心にグループインタビューや個
別ヒアリングを行った。また，事前のスクリー
ニング調査も分析し，量的な把握を試みた。

調査の概要

一次調査（スクリーニング調査）

中海テレビ放送の米子市内の「デジタルプラ
スコース」契約世帯（2,292 世帯）から半数
を無作為抽出。調査相手は，各世帯から 20
歳以上の 1 人を無作為に抽出した 10）。
また，その同数世帯を米子市内の「ベーシッ

表1　中海テレビ放送チャンネルラインナップ

地
上
波
再
送
信

09ch NHK 総合テレビ（鳥取）
06ch NHK 総合テレビ（島根）
12ch NHK 教育テレビ
08ch 日本海テレビ（NKT）
10ch 山陰放送（BSS）
11ch 山陰中央テレビ（TSK）

区
域
外
再
送
信

45ch 瀬戸内海放送（テレビ朝日系）
52ch ABC 朝日放送（テレビ朝日系）
51ch テレビせとうち（テレビ東京系）
42ch サンテレビ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル

中
海
テ
レ
ビ
放
送

03ch 各地域専用チャンネル
04ch 中海 4 チャンネル
05ch コムコムスタジオ
14ch パブリック・アクセス・チャンネル
15ch 生活情報チャンネル
24ch 県民チャンネル

（
ア
ナ
ロ
グ
再
送
信
）

B
S
デ
ジ
タ
ル
放
送

27ch NHK デジタル衛星ハイビジョン
25ch NHK 衛星第 1
26ch NHK 衛星第 2
29ch BS 日テレ
30ch BS-i
31ch BS フジ
34ch BS 朝日
35ch BS ジャパン

専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル

17ch・18ch
21ch・22ch ニュース・情報チャンネル

46ch・47ch
 48ch  スポーツチャンネル

37ch・38ch
39ch・40ch
41ch・50ch

趣味・ドラマ・アニメ・
映画チャンネル

43ch・44ch 音楽チャンネル
36ch・49ch 教養・歴史チャンネル

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

地上 3・031-0ch NHK 総合テレビ（鳥取）
地上 4・031-1ch NHK 総合テレビ（松江）
地上 2・021ch NHK 教育テレビ（鳥取）
地上 1・011ch 日本海テレビ（NKT）
地上 6・061ch 山陰放送（BSS）
地上 8・081ch 山陰中央テレビ（TSK）

（
デ
ジ
タ
ル
送
信
）

B
S
デ
ジ
タ
ル
放
送

101ch NHK デジタル衛星ハイビジョン
102ch NHK 衛星第 1
103ch NHK 衛星第 2
141ch BS 日テレ
151ch BS 朝日
161ch BS-i 
171ch BS ジャパン
181ch BS フジ

専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル

212ch・213ch スポーツチャンネル
234ch・235ch
241ch・242ch
259ch  

時代劇・ドラマ・アニメ・
ドキュメンタリーチャンネル

263ch・264ch 音楽チャンネル
270ch・275ch
278ch  趣味・教養チャンネル

271ch・272ch ショッピングチャンネル

ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
・
ア
ナ
ロ
グ
視
聴

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ス
コ
ー
ス
・
ア
ナ
ロ
グ+

デ
ジ
タ
ル
視
聴

注：一次調査では，チャンネル数が多い専門チャンネルについてジャンルごとに整理して質問した。
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クコース」契約世帯（15,218 世帯）からも同
じように無作為抽出し，比較対象とした。
調査方法 郵送法
実施時期 2006 年 11 月 22 日～ 12 月 10 日
有効者数（率） デジタルプラスコース 515人 （44.8%）
 ベーシックコース   540人 （47.0%）
 （有効サンプルの構成は表 2を参照）

二次調査（グループインタビュー・個別ヒアリング）

一次調査で協力を得られた 30 ～ 70 歳代の男
女 32 人（男性 22 人，女性 10 人）。
調査方法 グループインタビューおよび個別ヒアリング
実施時期 2007年1月26日～28日，2月9日～11日

 4.デジタル放送視聴者の特徴
（1）CATV導入の理由 :米子市のチャンネル状況

鳥取県の西部に位置する米子市は，島根県
に接しており，NHK総合テレビは鳥取と島根
のチャンネルを受信できる。ただ，民放の系
列局は3局のみで，大都市圏に比べて地上波
のチャンネル数が少ない。表1のように，中
海テレビ放送では，民放チャンネルの区域外
再送信（アナログのみ）を行っている。二次調
査で挙がったCATV導入の理由には，このよ
うなチャンネル状況が反映されていた。
・ （地上波で見られない）ABC 朝日放送やテ

レビせとうちが見られるのが魅力。（30 代
女性・40 代男性・50 代女性）

・ 以前住んでいた横須賀では民放がたくさ

ん見られた。米子では見られないので，
CATV はとてもうれしい。（40 代男性）

・ 米子は野球の阪神ファンが多く，試合を中
継するサンテレビが見たかった。春以降は 
阪神戦漬け。（60 代男性）

　専門チャンネルが視聴できることも理由と
なっている。
・ 専門チャンネルで，好きなスポーツや歴史

ものをじっくり見たかった。 （40 代男性）
・ （地上波の）チャンネル数が少ない米子では， 

専門チャンネルやデジタル放送など，多
チャンネルであることが魅力。 （50 代女性）
アナログ放送からデジタル放送，専門チャ

ンネルまで，チャンネルラインナップが豊富
であることが，CATV導入の動機となってい
る。「多チャンネル」は，「見たいものを見たい」
視聴欲求を満たし，自分好みのテレビ視聴を
かなえる要素としてとらえられていた。

また，このほか，山あいの地域で地上波の
受信状況が悪かったからという地形的条件を
挙げた人や，「地域で一括契約するので契約
した」「知り合いに勧められたから」といった，
地縁や，勧誘されると断りにくい，地域社会
の人的結びつきが強く残る地方都市の状況が
うかがえる理由を挙げる人もみられた。

（2）視聴実態 :接触チャンネルと常用チャンネル
「デジタルプラスコース」契約者（515人）の

視聴状況を，地上デジタル放送に着目して調
べると，視聴している人の割合は88%（455
人）だった。この中には，中海テレビ放送の
CATV経由視聴者（77%，398人）とともに，地
上デジタル放送対応のテレビで直接受信・視
聴している人（11%，57人）も存在した（図1）。
そこで，CATV回線を利用した先端的メディ

「デジタルプラスコース」契約者

全体 性別 年 層 無回答男性 女性 20 代 30 代 40 代 50 代 60 歳以上
515 人 340 170 25 83 123 114 165 5
100.0% 66.0 33.0 4.9 16.1 23.9 22.1 32 1.0 

「ベーシックコース」契約者

全体 性別 年 層 無回答男性 女性 20 代 30 代 40 代 50 代 60 歳以上
540人 292 242 19 85 114 128 188 6
100.0% 54.1 44.8 3.5 15.7 21.1 23.7 34.8 1.1 

表 2　サンプル構成
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アの導入者として，これまでの事例研究の対
象者と同条件にするために，対象を前者の398
人に絞り，「デジタルch受信者」として分析を
行うことにした。また，その比較対象である

「ベーシックコース」契約者は「アナログch受
信者」とした 11）。

まず，デジタルch受信者とアナログch受
信者の視聴状況を，1人あたり1週間に1回
でも接触するチャンネルの数（チャンネル・
レパートリー）で比べてみる（表3，図2）。
表1（3ページ）の計29チャンネル 12）が視聴
可能なアナログch受信者の接触チャンネル
数は10チャンネル台に集まっているが，ア
ナログ放送とデジタル放送（表1の計48チャ
ンネル）が視聴できるデジタルch受信者は10
チャンネルから40チャンネルまで広く分布
しており，アナログch受信者よりも接触チャ
ンネル数が多い。平均すると，デジタルch
受信者は1週間に21.4チャンネル，アナログ
ch受信者は13.4チャンネルに接していた 13）。

また，1週間に5日以上接触するチャンネル
を「常用チャンネル」として比べたところ，表3，
図3のように，アナログch受信者は4.5チャン
ネル，デジタルch受信者は6.7チャンネルで，
こちらもデジタルch受信者の方が多かった 14）。

視聴可能なチャンネルが増えることで視聴
の選択肢が広がり，デジタルch受信者の接
触チャンネル数と常用チャンネル数がともに
アナログch受信者よりも多くなっている。

（3）視聴実態 :3つのデジタル放送の関係
次に，デジタルch受信者がデジタル放送

をどのように視聴しているのか，地上デジタ
ル放送とBSデジタル放送，専門チャンネル
の3つのチャンネルの関係をみる。

週に1日以上デジタル放送のチャンネルを
視聴している人を「接触者」とすると，デジ
タルch受信者のうち，地上デジタル放送の
接触者は74%，BSデジタル放送の接触者は
57%，専門チャンネルの接触者は67%で，デ

図1　デジタルプラスコース契約者・地上デジタル放送の視聴状況 表 3　週間平均接触チャンネル・常用チャンネル数

週間平均接触チャンネル数 週間平均常用チャンネル数

デジタル ch
受信者

アナログ ch
受信者

デジタル ch
受信者

アナログ ch
受信者

21.4 13.4 6.7 4.5

デジタル ch 受信者 n=398 人　アナログ ch 受信者 n=540 人

図 2　週間平均接触チャンネル数

図 3　週間平均常用チャンネル数

ｎ＝515人

地上デジタル放送を見ている 地上デジタル放送を
見ていない

見たいとは思わない
見たいと思う

無
回
答

（％）

地上デジタル放送対応の
受信機で直接受信・視聴

中海テレビ放送の
CATV経由で視聴している

77 11 7

88% 10%

32

8.0

7.0

6.0

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0

0
0123456789

　　
11
　
12
　
13
　
14
　
15
　
16
　
17
　
18
　
19
　
20
　
21
　
22
　
23
　
24
　
25
　
26
　
27
　
28
　
29
　
30
　
31
　
32
　
33
　
34
　
35
　
36
　
37
　
38
　
39
　
40
　
41
　
42
　
43
　
44
　
45
　
46
　
47
　

   4810

デジタルch受信者　n＝398人
アナログch受信者　n＝540人

8.0

7.0

6.0

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0

0
0
c
h

1
c
h

2
c
h

3
c
h

4
c
h

5
c
h

6
c
h

7
c
h

8
c
h

9
c
h

　

c
h

　

c
h

11
　

c
h

12
　

c
h

13
　

c
h

14
　

c
h

15
　

c
h

16
　

c
h

17
　

c
h

18
　

c
h

19
　

c
h

20
　

c
h

21
　

c
h

22
　

c
h

23
　

c
h

24
　

c
h

25
　

c
h

26
　

c
h

27
　

c
h

28
　

c
h

29
　

c
h

30
　

c
h

31
　

c
h

32
　

c
h

33
　

c
h

34
　

c
h

35
　

c
h

36
　

c
h

37
　

c
h

38
　

c
h

39
　

c
h

40
　

c
h

41
　

c
h

42
　

c
h

43
　

c
h

44
　

c
h

45
　

c
h

46
　

c
h

47
　

c
h

4810

デジタルch受信者　n＝398人
アナログch受信者　n＝540人

ch

（％）

16.0

14.0

12.0

10.0

8.0

6.0

4.0

2.0

0.0

デジタルch受信者　n＝398人
アナログch受信者　n＝540人

16.0

14.0

12.0

10.0

8.0

6.0

4.0

2.0

0.0
0
c
h

1
c
h

2
c
h

3
c
h

4
c
h

5
c
h

6
c
h

7
c
h

8
c
h

9
c
h

　

c
h

　

c
h

11
　

c
h

12
　

c
h

13
　

c
h

14
　

c
h

15
　

c
h

16
　

c
h

17
　

c
h

18
　

c
h

19
　

c
h

20
　

c
h

21
　

c
h

22
　

c
h

23
　

c
h

24
　

c
h

25
　

c
h

26
　

c
h

27
　

c
h

28
　

c
h

29
　

c
h

30
　

c
h

31
　

c
h

32
　

c
h

33
　

c
h

34
　

c
h

35
　

c
h

36
　

c
h

37
　

c
h

38
　

c
h

39
　

c
h

40
　

c
h

41
　

c
h

42
　

c
h

43
　

c
h

44
　

c
h

45
　

c
h

46
　

c
h

47
　

c
h

4810

デジタルch受信者　n＝398人
アナログch受信者　n＝540人

0123456789
　　
11
　
12
　
13
　
14
　
15
　
16
　
17
　
18
　
19
　
20
　
21
　
22
　
23
　
24
　
25
　
26
　
27
　
28
　
29
　
30
　
31
　
32
　
33
　
34
　
35
　
36
　
37
　
38
　
39
　
40
　
41
　
42
　
43
　
44
　
45
　
46
　
47
　

   4810 ch

（％）



6 　JUNE 2007

ジタルch受信者の38%が3つすべてのデジ
タルチャンネルに接触していた（図4）。この
3つの円は重なりの部分が大きく，それぞれ
のチャンネルを単独で視聴している人は少
ない。地上デジタル放送，BSデジタル放送，
専門チャンネルのいずれかひとつに偏るので
はなく，視聴がまたがっていることがわかる。

（4）デジタル放送の魅力:高画質・データ放送
今年1月にプロジェクトが実施した世論調

査では，地上デジタル放送の魅力として，「高

画質」を挙げる人が多かった（図5）15）。二次
調査では，鳥取県で放送が開始されて間もな
くの頃だった地上デジタル放送を中心に，デ
ジタル放送の魅力についてたずねた。
・ デジタル放送は，その場の空気感まで伝わ

り，思わず見入ってしまう。思った以上に
満足している。 （30 代女性・50 代女性）

・ 地デジが始まって，明らかに画面がきれい
になり，臨場感が増した。 （50 代男性）

・ スポーツなど，大画面テレビで見ると迫力
が違う。デジタル放送を見始めるとアナロ
グには戻れない。 （50 代女性・60 代男性）
「高画質」の魅力は，二次調査に参加した

デジタルch受信者23人のほぼ全員が指摘し
た。30インチ以上の大画面テレビを導入して
いる人も13人と半数を占め，デジタル放送
に満足している様子がみてとれた。また，ホー
ムシアターを楽しんでいる，あるいは作りた
いという人も，男女を問わずみられた 16）。

よく見る番組としては，高画質の特徴が生
きる自然番組や紀行番組，美術番組，スポー
ツが多く挙がった。
 さらに，これまでの事例研究ではほとんど
言及がみられなかったデータ放送について，
複数の人からその便利さの指摘があった。
・ 冬の山陰は天気が変わりやすく，天気予報

は生活必需品。専門チャンネルにもお天気
チャンネルがあるが，データ放送の方が切
り替えがラク。 （50 代男性・50 代女性）

・ 出演者情報や地元ニュースなどを使う。大
画面テレビだとデータ画面を開いても邪魔
にならない。テレビひとつで情報が得られ
るのは便利。 （40 代男性）

・ スポーツ観戦でルールがわからない時に，
データ放送で解説してくれるのがうれしい。

図 4　デジタル放送の視聴状況 

図 5　地上デジタル放送の魅力（複数回答）

地上デジタル放送 ・ BSデジタル放送接触者 53％
地上デジタル放送 ・ 専門チャンネル接触者 52％
BSデジタル放送 ・ 専門チャンネル接触者 42％

地上デジタル放送接触者

74％ 38％

67％

専門チャンネル接触者

57％

BSデジタル放送接触者

地上デジタル放送 ・
BSデジタル放送 ・
専門チャンネル接触者

従来のテレビより高画質である

従来のテレビより高音質である

データ放送で天気予報やニュース
などをいつでも見ることができる

データ放送で番組関連情報を
見ることができる

双方向機能を使ってクイズやアンケート
など番組に直接参加できる

テレビ画面で番組の放送予定
（番組表）を見ることができる

１つのチャンネルで，２つ，あるいは
3つの番組を同時に放送できる

自動車や列車の中でも
鮮明な放送が見られる

携帯電話でテレビ放送が見られる

どれも魅力を感じない

「日本人とメディア」調査（2007 年 1 月）

62

38

32

18

18

14

16

17

19

13

（％）
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今後は交通渋滞情報が欲しい。（40 代男性）
インターネットの方が便利だという声も聞

かれたものの，データ放送は，テレビを視聴
しながら，リモコンのボタンひとつの操作で
情報が得られる手軽さが評価されていた。

（5）アナログ視聴とデジタル視聴の使い分け
地上デジタル受信者が地上波を見る場合，ア

ナログ放送も見られており，デジタル視聴が絶
対的多数を占めているわけではない17）。そこで，
アナログとデジタルの双方で放送しているチャン
ネル（地上波と衛星放送）について，「平均週間
接触日数」（そのチャンネルを1週間に何日くらい
見るか）と「週間接触者率」（週に1日以上そのチャ
ンネルに接触する人の割合）を比べてみた。
表4に示したように，すべてのチャンネル

において，「1週間にどのくらいの頻度でそ
のチャンネルを見るか」という指標でみても，

「1週間にどのくらい多くの人がそのチャン
ネルを見るか」という指標でみても，デジタ
ル放送よりアナログ放送の方が高く，アナロ
グ放送もよく見られていることがわかる。

二次調査で，アナログ放送とデジタル放送

をどのように視聴しているかたずねてみた。
明らかになったのは，家庭にあるすべてのテ
レビが，必ずしもデジタル放送を視聴できる
状態にあるわけではないことである。
・ テレビは 6 台あるが，デジタル放送が見ら

れるのは居間のテレビのみ。朝や食事の
時は食堂にあるテレビでアナログ放送の
ニュースを見る。 （40 代男性）

・ 大画面のメインテレビは CATV に接続して
いるが，普段見るのは CATV 接続のない自
分の部屋のテレビ。メインテレビで見るの
は，見たい映画や衛星放送。 （50 代男性）

・ メインテレビはデジタルテレビだが，古い
テレビも使っている。CATV に接続してい
ないテレビを見る時は画質が悪いので，衛
星放送を見るようにしている。（50 代女性）
23人のデジタルch受信者全員が2～6台の

テレビを所有しており，このうち13人はす
べての部屋にテレビがあるなど所有台数は多
かった。しかし，その多くは，居間に置かれ
ているようなメインテレビはCATV回線と
接続しているものの，寝室や台所，各自の部
屋に置かれたサブテレビは以前使っていたア
ナログのテレビを捨てずに利用し，CATV
回線とは接続せず，従来のアナログ放送を視
聴していた。メインテレビで視聴のすべてが
行われているわけではなく，テレビを見る時
間や場所によって，あるいは他の家族がメイ
ンテレビを見ているような時は見るテレビが
変わり，アナログ視聴が行われている。

大画面のデジタルテレビの導入者からは，
デジタルテレビは見る番組を決めて視聴する
という声も聞かれた。
・ ニュースはどのテレビで見ても変わらない

が，動物から戦闘機まで登場する「ナショ

平均週間接触日数（日） 週間接触者率（%）
デジタル視聴 アナログ視聴 デジタル視聴 アナログ視聴

地
上
波

NHK 総合テレビ（鳥取） 2.95 4.40 62 81 
NHK 総合テレビ（島根） 0.60 0.80 23 26 
NHK 教育テレビ 0.90 1.10 34 43 
日本海テレビ（NKT） 3.11 4.35 70 95 
山陰放送（BSS） 3.25 4.70 71 96 
山陰中央テレビ（TSK） 3.14 4.62 70 94 

衛
星
放
送

NHK デジタル
衛星ハイビジョン 1.24 1.25 45 52 

NHK 衛星第 1 0.94 1.15 39 52 
NHK 衛星第 2 1.16 1.55 45 60 
BS 日テレ 0.81 0.92 34 44 
BS-i 0.75 0.94 33 46 
BS フジ 0.84 0.86 36 44 
BS 朝日 0.77 0.78 35 42 
BS ジャパン 0.75 0.77 33 40 

表 4　デジタル ch 受信者のデジタル放送視聴とアナログ放送視聴
 n=398 人
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ナル・ジオグラフィック・チャンネル」は
大画面でないと迫力が出ない。（50 代男性）

・ チャンネル権は妻と娘にあるが，自分が見た
いラグビーやテニスなどスポーツ中継の時はこ
だわってメインテレビで見ている。 （40代男性）
アナログ視聴とデジタル視聴の使い分けは

番組ジャンルやその番組の見方によって行わ
れているが 18），家庭においてデジタル放送視
聴可能のテレビとそうでないテレビが混在す
る場合，その時々に視聴するテレビの種類に
よっても左右されると考えられる。デジタル
放送の魅力は認識しているものの，物理的に
まだデジタル放送だけの視聴には移行できな
いといえる。

現在，国内のテレビの普及台数は約1億台
で，アナログテレビが8,580万台を占める 19）。
世帯数は5,100万世帯であることから 20），全
国的に2台目，3台目のテレビを所有してい
る世帯が多く，まだそれらの多くがアナログ
テレビだとみられる。地上波においてデジタ
ルとアナログのサイマル放送が行われている
現在，このようなテレビ保有の状況を考える
と，デジタル放送とアナログ放送の視聴の混
在は，完全デジタル放送化までの過渡期の状
況として続くものと考えられる。

 5.デジタルメディアの利用とテレビ視聴

（1）一次調査 :デジタルメディア利用の概況
今回の調査では，放送時間に拘束されず，

自分の都合に合わせた視聴のために利用でき
るデジタルメディアとして，デジタル録画機

（以下DVRと表記）とインターネットの動画
配信サービス（以下VODと表記），さらに視
聴する場所の制限がなくどこででもテレビ視
聴が可能な，携帯電話によるワンセグ放送の

利用についても取り上げた。
それぞれデジタルch受信者とアナログch

受信者について比較したが，VODは，パソ
コンのインターネット利用者（デジタルch受
信者は398人中264人，アナログch受信者は
540人中282人）にたずねた。
図6・図7に示すように，DVRとVODは

デジタルch受信者の方が利用・導入の割合
が高く，デジタルメディアへの積極性がみて
とれた。しかし，携帯電話のワンセグ放送は，
アナログch受信者とほとんど変わらない結
果だった（図8）。調査対象者に携帯電話を頻

図 6　DVRの導入状況

図 8　携帯電話・ワンセグ視聴状況と関心

図 7　インターネット利用者のVOD 利用状況

デジタル ch
受信者
n=398 人

アナログ ch
受信者
n=540 人

すでに購入
している

今使っているVTRの
買い替え時期が来た時

デジタル録画
機を知らない

購入したいとは
思わない

無回答

32

19 4 14 11 19 17 14 3

6 19 9 13 12 8 2

近いうちに
購入したい

録画機の価格が
安くなった時

しばらく様子を
見た後で

デジタルch
受信者
n=264 人

アナログch
受信者
n=282 人

利用している
利用したことがある

利用したいとは
思わない

利用してはいないが，
利用したいと思う

43

1735 25 16 7

14 20 1013

わからない

無回答

デジタル ch
受信者
n=398 人

アナログ ch
受信者
n=540 人

すでに見ている

しばらく様子をみた後で見たい

あまり見たいとは思わない
できるだけ早く見たい

4 8

2 6 29 60 3

30 256

無回答

（％）

（％）

（％）
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繁に利用する20歳代の男女が少なく，40歳
代以上の割合が高かった（表2，4ページ）こ
となども作用しているものと考えられる。

一次調査の結果をふまえて，二次調査では，
それぞれの機器の利用状況を詳しくたずねた。

（2）二次調査 :デジタルメディア利用の詳細
◆DVR

・ VTR に比べて画像がきれい。CM スキッ
プ録画をよく使っている。番組表から録画
できるのも便利。 （40 代男性・50 代男性）

・ 以前は専門チャンネルの番組をよく録画し
ていたが，同じ番組が何度も放送されるの
で録画の必要がなくなった。 （60 代男性）

・ 録画してもかさばらないのでよく利用する
が，すべてを視聴するわけではない。テレ
ビは放送時に見る方が多い。 （40 代男性）
二次調査に参加した23人のデジタルch受

信者の中で，利用者は15人だった。DVRの
導入は，録画した番組を再生視聴する，いわ
ゆる「タイムシフト視聴」の増加を促す傾向
がみられるが 21），今回の調査では，録画の簡
単さやCMスキップといった機能への言及は
多かったものの，DVRを利用した意識的な
テレビ視聴は不活発だった。
◆VOD

インターネットの利用者（23人中15人）は
ほとんどがCATV回線を利用しているが，
ADSL回線や光ファイバー回線の利用もみら
れた。全員がブロードバンド回線利用者で，
動画をスムーズに視聴できる環境にあった。
・ 動画は映画の予告編をよく見るが，無料の

もののみ。レンタルビデオ店に行くのも好
きなので，ネットで映画を見たいとは思わ
ない。（40 代男性）

・ GyaO22）は昔の映画を見るために利用。大 
画面テレビに比べてパソコンは画面が小さ 
く不満だが，無料だから見る。（50 代男性）

・ 海外ドラマが好きで，GyaO は全部見たが，
今は見ない。専門チャンネルを大画面テレ
ビで見る方が目が疲れない。 （50 代女性）
VODの利用者から多く聞かれたのは，「見

たい時にいつでも見られる」便利さに対する
評価よりもむしろ，パソコン視聴による画面
の小ささや画質の問題だった。「VODは画質
が劣るので，専門チャンネルの方がいい」と
いう声も複数あった。

このような画面の大きさや画質へのこだわ
りは，ニュースのように，情報取得が目的と
なる短時間のコンテンツよりも，映画やドラ
マのように，鑑賞の色合いが濃いコンテンツ
の場合に特にみられた。
◆ワンセグ

携帯電話を利用している19人全員が，ワン
セグ放送を携帯電話のサービスとして認識し
ていたが，すでに視聴していたのは，普段か
らテレビをよく見るという1人のみだった。
・ ワンセグは，いつでもどこでもテレビが見

られるのがいい。仕事の空いた時間や通勤
の時は必ず見ているし，トイレにいる時も
たまに見ることがある。（40 代男性）
ワンセグ未利用の携帯電話利用者にその視

聴意向をたずねたところ，反応は全般に消極
的だった。
・ ワンセグ対応機種の価格が高い。価格が下

がれば考えるかもしれない。（40 代男性）
・ 画面が小さく，そこまでしてテレビを見た

いとは思わない。（30 代女性・60 代男性）
・  画質を考えてもあまり期待できそうにな

い。家に帰ればテレビが見られるのだから，
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テレビはテレビで見たい。 （40 代男性）
携帯・ワンセグ放送についても，VODと

同じく，画面が小さいことや画質の問題が挙
がった。30インチ以上の大画面テレビの利用
者のほぼ全員がその点を指摘した。

また，「通勤は車を使うので，大都市のよ
うに電車の中や待ち時間に見ることはない」
という，公共交通よりも車による移動が多い，
地方都市の現状をうかがわせる発言もあった
が，車にワンセグ受信端末を装備することに
ついても導入の意欲はみられなかった。

二次調査の，デジタルメディアに対する反
応からうかがえるのは，「見たいものをいつ
でも見ることができる」ことよりも，画質や
画面の大きさを優先させる傾向である。大画
面テレビやデジタル放送によって普段から鮮
明な画面に接していることで，その欲求がよ
り高まったということかもしれない。

 6. おわりに
本稿では，地方都市においてデジタル放送

がどのように視聴されているのか，これまでの
事例研究の考察をふまえて分析を行った。地
上デジタル放送開始後間もなくの鳥取県米子
市の先端的メディア導入者を対象としたが，
必ずしもデジタル放送や多チャンネル環境を
求めて導入した人でなくても，視聴チャンネル
が増え，視聴の幅が広がっていた。「自分の好
みに合わせた」テレビ視聴を行うという点で，
大都市圏とほぼ変わらない行動がみられる。

しかし，その一方で，デジタル放送を視聴
できる環境にありながら，利用していない人
も存在した。今回のようにCATV経由の視
聴の場合，リモコン操作が複雑になり，特に

高齢者は，自分の見たいチャンネルにたどり
つけないという声も聞かれた。現在出荷され
ているデジタルテレビの多くは，地上・BS・
110度CSの3つのデジタル放送を視聴できる
三波共用チューナーが内蔵されており，リ
モコンの操作ひとつで3つのデジタル放送の
チャンネルを切り替えることができる。この
ような機器の操作性の向上も，誰もが多チャ
ンネル視聴を楽しむためには必要だろう。

もちろん，今回の事例研究の対象者は，中
海テレビ放送のデジタル放送視聴者のごく一
部の人たちであり，調査の結果を米子市全体
の傾向だということはできない。ただ，メディ
ア環境が整えられている人の場合でも，必ず
しもその全員がすべてのメディアを使いこな
すことにならないことはみてとれる。

ICT（情報コミュニケーション技術）を利
用できる人とそうでない人との間に生じる

「情報格差」について，総務省の情報通信白
書で初めて触れたのが2000年のことである。
インターネットをはじめICTが進化し，加
速度的に高度情報化社会に転換していく中
で，情報格差が解消されているとは言い難い。

事例研究では，デジタル放送の特徴のひと
つであるデータ放送の利用実態の一端に触れ
ることができた。普段接しているテレビから，
ボタンひとつで情報を取り出せる簡便さの評
価は高い。パソコンや携帯電話でインターネッ
トに接触しない人でも，テレビの視聴は行って
いる。テレビを通じたデータ放送には，インター
ネットの利用から遠い人たちに向けても，情報
を提供できる可能性があるといえるだろう。

2004年度から3か年計画で進めてきた「日本
人とメディア」総合調査研究は，今年度でひと
つの区切りを迎える。デジタルメディアの利用
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が広がる一方で，テレビは，電源を入れる，チャ
ンネルを選ぶ，音量を選ぶ，それだけの操作
で娯楽から情報まで提供してくれる装置であ
り，身近なメディアとして人々の生活に溶け込
んでいる。手軽さや，いち早くマスに向けて情
報を伝えることができるなど，一定の評価を得
てきた。この後，従来の地上アナログ放送が
停波となり，完全デジタル放送となる2011年
には，テレビは人々の暮らしの中でどのように
位置づけられ，どのように視聴されているのか。
そして，デジタル放送はどのように受け入れら
れているのか。デジタル放送の視聴が広まり
つつある現段階の視聴状況をふまえ，再度検
証を試みたい。　　            （わたなべ せいじ）

注
  1） JEITA（電子情報技術産業協会）「2006 年民

生用電子機器国内出荷統計」による
  2） 本稿では，デジタル AV 機器（例 : 地上デジタ

ル放送が受信可能なテレビ受像機や，デジタ
ルビデオレコーダーなど）と，デジタル放送サー
ビス（例 : ビデオオンデマンドなど）を合わせ
て「デジタルメディア」と呼称している

  3） 2006 年度の調査研究の報告は以下を参照
白石信子・中野佐知子・吉藤昌代「デジタ
ルメディア・進む地上デジタル放送の認知」
NHK 放送文化研究所編『放送研究と調査』
2007 年 4 月号所収
鈴木祐司・米倉律・中野佐知子・西村規子「『総
合情報端末』化する携帯電話」『放送研究と調
査』2007 年 5 月号所収

  4） 事例研究では，①日記式調査（平日と休日，
各 1 日分のメディア接触状況），②アンケート
調査（テレビの見方，情報欲求など），③メディ
ア利用実態に関するヒアリング，の 3 つの調
査を行っている
これまでの事例研究の報告 :日本人とメディア
総合調査研究プロジェクト「デジタル時代の新
サービスはどのように利用されているのか」『放
送研究と調査』2005 年 10 月号所収
渡辺誓司・米倉律「拡張する『選択性』とテレ
ビ視聴」『放送研究と調査』2006 年 7 月号所収

  5） 東京西南部および神奈川県にサービス展開

している（CATV 接続世帯数約 54 万世帯・
2007 年 3 月末日現在）CATV 会社と，関東，
関西，九州，札幌の各地区で展開する CATV
事業者（CATV 加入世帯数約 219 万 7 千世帯・
2007 年 2 月末日現在）の東京地区の子会社

  6） 静岡県中部・東部，千葉県，神奈川県，埼玉
県でサービスを展開。CATV 接続世帯数約 30
万世帯（2007 年 4 月 1 日現在）

  7） 渡辺誓司・米倉律，前掲参照
原由美子「デジタルメディア・ユーザーとは
どんな人たちか」『放送研究と調査』2006 年 9
月号所収

  8） コミュニティ・チャンネルと地域情報の受容
についての考察は次号で報告

  9） このほか，2007 年 4月9日から，中海テレビ放送
の6 つのコミュニティ・チャンネルのうち，2 つ
のチャンネルの地上デジタル放送が開始された

 10） 各世帯の，調査日に最も誕生日が近い 20 歳以
上の男女に回答を依頼した

11） 二次調査に参加した 32 人についてみると，デ
ジタル ch 受信者 23 人（男性 15 人，女性 8 人），
アナログ ch 受信者 9 人（男性 7 人，女性 2 人）
である

12） 専門チャンネルについては，チャンネルをジャン
ルごとに整理し，アナログ放送，デジタル放送と
もに5チャンネルずつにまとめて質問をした

13） 2002 年 11 月に三重県四日市市で行った
CATV の視聴調査では，30 チャンネル視聴で
きる多チャンネル契約者は 1 週間に 12.6 チャ
ンネルに接していた

14） 同上の調査では，多チャンネル契約者の常用
チャンネル数は 3.9 チャンネルだった

15） 白石信子・中野佐知子・吉藤昌代，前掲参照
16） これは，米子市の住宅の規模が，たとえば関

東大都市圏と比べると大きく，大画面テレビ
を設置し視聴しうる住宅環境にあることとも
関係があると考えられる。総務省の「住宅・
土地統計調査」（2003 年）によると，1 住宅あ
たりの延べ面積は米子市の 109.39 ㎡に対し関
東大都市圏は 74.50 ㎡である

17） 白石信子・中野佐知子・吉藤昌代，前掲参照
18） 白石信子・中野佐知子・吉藤昌代，同上
19） JEITA「2011 年地上アナログ放送終了に伴う

テレビの排出台数予測」による
20） 総務省「住民基本台帳に基づく人口・人口動態

及び世帯数」（2006 年 3月末日現在）による
21） 渡辺誓司・米倉律，前掲参照
22） CMを流し，会員向けにニュースやドラマを無料

で配信。会員数1,376万人（2007年3月末日現在）




